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明神ヶ岳～明星ヶ岳、久野川、酒匂川、 

棚田再生、再生エネルギー、etc 

ヒノキ 
優良材
生産 

郷土種による自然豊かな下層植生 
と動植物生態系 

（亜高木層・低木層・草本層、動物） 
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将来ビジョン 
① 生態系の再生、生物多様性の向上 
②a 山の保水力の向上      → b 山崩れ防止

→c 地下水・湧水増加  → d 川の再生 
③林業再生  →地元材活用 
④自然資源による観光振興 ブリ森エコツーリズム 

（地元ガイドによる自然体験学習、ブナ・郷土種の里親、

ロストワールド体験旅行、地元材の工作体験 etc） 
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ブナ林床（下層植生）に自然豊かな郷土種が生育 
マメザクラ、サンショウバラ、ミツバツツジ、ヒメシャラ、コミネカエデ等 
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